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主  論  文  の  要  旨  
The next  generation of fenestrated endografts:  resul ts of  a cl inical  tr ial  to 
support an expanded indication for  aor tic arch aneurysm treatment.                                     
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European Journal of  Cardio-Thoracic Surgery 第 44 巻第 2 号 e156～e163 頁（平
成 25 年 8 月発行）に掲載  
【要  旨】  
２０１３年に市販化を達成した開窓型ステントグラフト（川澄化学工業製Ｎ
ａｊｕｔａ）を改良した次世代モデルを用いて多施設臨床研究をおこなった。                                  
従来のデバイスでは治療困難な中枢ランディングゾーンが２０ｍｍ以下の
胸部大動脈瘤の症例に対してより小さな開窓部とより多様な骨格を用いた
デバイスを考案し、日本国内３５施設３９３症例の治療を行った。結果、第
一世代のデバイスの臨床治験の成績と比較し同等の臨床成績が得られるこ
とが証明された。しかしながら、骨格に用いられているＺステントの拡張力
が足りなくなるため大動脈径が大きな症例ではエンドリークが発生しやす
く、また大きな動脈瘤の場合にはＺステントが瘤内へ落ち込む傾向が強くな
るため同様にエンドリークが発生しやすいことが確認された。本臨床研究を
通じて本デバイスの解剖学的な適応限界に対する新たな知見を得ることが
できた。  
 
